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第
一
回
通
常
総
会

１
月
　
日
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㈮
信
州
松
代
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

担
当  

■ 

総
務
渉
外
委
員
会 

■

　
一
月
二
九
日
㈮
に
、（
公
社
）

南
長
野
青
年
会
議
所
二
〇
一
六

年
度
の
第
一
回
通
常
総
会
を
信

州
松
代
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
通
常
総
会
は
当
青
年
会
議
所

の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ

り
、
年
に
三
回
開
催
さ
れ
ま

す
。
総
会
議
事
で
は
上
程
さ
れ

た
全
て
の
議
案
が
無
事
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
多
く
の
御
来
賓
の

皆
様
、
特
別
会
員
並
び
に
近
隣

Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
皆
様
に
ご
臨
席
賜

り
、
宮
尾
理
事
長
の
新
年
の
ご

挨
拶
と
創
立
五
五
年
・
認
承
四

五
周
年
を
迎
え
る
今
年
一
年
の

力
強
い
決
意
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
宮
尾
理
事
長
が
掲
げ
る
本
年

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
未
来
を
創

造
す
る
為
に
礎
と
な
る
」
。
過

去
が
あ
る
か
ら
明
日
が
あ
る
。

先
輩
方
が
築
い
た
土
台
に
僕
た

　（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所
の

二
〇
一
六
年
新
年
の
門
出
を
祝

い
、
一
月
六
日
㈬
に
Ｊ
Ｃ
ル
ー
ム

に
て
恒
例
の
ル
ー
ム
開
き
を
開
催

し
ま
し
た
。
新
年
の
船
出
に
相
応

し
く
二
〇
一
六
年
度
理
事
長
　
宮

尾
一
暁
君
の
力
強
い
挨
拶
に
よ
り

メ
ン
バ
ー
一
同
身
を
引
き
締
め
、

新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
達
磨
の
目
入
れ
式
に
て
メ
ン

バ
ー
一
人
一
人
の
念
い
や
決
意

と
、
今
年
一
年
の
事
業
成
功
を
祈

念
し
、
二
〇
一
六
年
度
宮
尾
丸
が

無
事
出
航
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
早
い
も
の
で
ル
ー
ム

開
き
か
ら
五
ヶ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
残
り
の
七
ヶ
月
全
力
で
Ｊ
Ｃ

活
動
に
邁
進
致
し
ま
す
。

年
度 

宮
尾
丸 

出
航

１
月
６
日
㈬
　
Ｊ
Ｃ
ル
ー
ム

2016 ルー
ム
開
き
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㈲宮﨑電気

理 事 長
直前理事長
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監　　事
総括副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
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久 保 廣 範
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㈱マルトウ
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福本法律事務所
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曽根川宏一
山 岸 陸 弘

㈲北成建設
㈱すぐじ

事務局長
事務局次長

荒 井 　 聡
清 水 達 朗

荒井セメント製品工業㈱
あんしんFPパートナー㈱

委 員 長
副委員長

社会開発委員会

事務局

委 員 長
副委員長

会員拡大委員会

委 員 長
副委員長

青少年委員会
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Vol.1

ち
が
乗
っ
て
い
る
。
自
分
た
ち

も
土
台
に
な
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
建
物
で
い
え
ば

基
礎
。
今
後
の
為
に
も
土
台
と

な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
メ
ン
バ
ー
全
員
が
そ
の
思

い
を
胸
に
、（
公
社
）南
長
野
青

年
会
議
所
二
〇
一
六
年
度
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

2016年度 外報紙

有限会社ツカケン会社名

小 林 　 貴 2016年度  総務渉外委員会

2016年度新入会員紹介

有限会社本州住宅会社名 代表取締役役  職

一之瀬由照 2016年度  青少年委員会

営業役  職東京海上日動火災保険株式会社会社名

北 村 　 稔 2016年度  総務渉外委員会

株式会社タナカ会社名

田 中 慎 一 2016年度  青少年委員会

専務役  職株式会社パルニシオート会社名

西 澤 寿 実 2016年度  青少年委員会

平林ガーデン会社名 代表役  職

平 林 　 博 2016年度  社会開発委員会

ホテルオリンピア長野会社名

米 山 拓 郎 2016年度  社会開発委員会

2016南長野青年会議所公　　益
社団法人

創立55年・認承45周年

未来を創造する為に礎となる
あ　　 す

あ   

す

未来を創造する為に礎となる
あ　す

第45代理事長  宮尾  一暁
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新
春
大
懇
親
会

月
例
会

1

信
州
松
代

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

１
月
　
日
㈮
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企
画
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当  
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総
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外
委
員
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■2016

や
る
ぞ
！

Ｈ
Ｏ
Ｗ  

Ｔ
Ｏ  

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ａ
Ｉ

月
例
会

2

長
野
商
工
会
議
所

篠
ノ
井
支
所
二
階

２
月
　
日
㈮
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企
画
担
当  

■ 

会
員
拡
大
委
員
会 

■

　（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所
第
一

回
通
常
総
会
に
続
き
ま
し
て
、
ご
来

賓
の
皆
様
方
と
共
に
新
年
の
門
出
を

祝
い
一
月
例
会
「
新
春
大
懇
親
会

　
」
を
信
州
松
代
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

に
て
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
ご
来
賓
や
シ
ニ
ア
会
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
新
春
と
宮
尾

丸
出
航
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
各
委
員
長
が
今
年
度
一

年
の
意
気
込
み
と
豊
富
の
発
表
を

し
、
最
後
に
四
五
周
年
実
行
委
員
会

が
メ
ン
バ
ー
総
出
で
六
月
二
六
日
㈰

開
催
の
記
念
式
典
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。

　
最
後
に
南
長
野
青
年
会
議
所
役
員

及
び
ご
来
賓
の
皆
様
で
万
歳
三
唱

し
、
新
年
の
大
懇
親
会
が
無
事
閉
会

い
た
し
ま
し
た
。

　
二
月
一
九
日
㈮
に
、
長
野

商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
の

二
階
ホ
ー
ル
に
て
会
員
拡
大

委
員
会
主
催
で
、
二
月
例
会

「
や
る
ぞ
！
Ｈ
Ｏ
Ｗ
　
Ｔ
Ｏ

　
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ａ
Ｉ
」
と
題

し
て
会
員
拡
大
向
け
の
例
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
に
シ
ニ
ア
で
歴
代

理
事
長
で
あ
る
小
坂
浩
一
先

輩
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
二
〇
〇
五
年
委
員
長
時

代
に
二
一
名
入
会
し
た
当
時

の
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
雰
囲
気
や
具
体

的
な
手
法
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
昨
年
の
日

本
Ｊ
Ｃ
の
セ
ミ
ナ
ー
資
料
を

基
に
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
こ
三
年
で
二
五
名
の
卒

業
生
を
迎
え
る
今
、
Ｌ
Ｏ
Ｍ

は
ま
さ
に
正
念
場
を
迎
え
ま

す
。

　
今
年
度
拡
大
目
標
一
二
名

必
達
に
向
け
て
、
全
会
員
一

丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
参
り

ま
す
。

2016

講師　小坂  浩一  先輩

　
当
会
議
所
は
、
平
成
二
八
年
二
月
一
九
日
㈮
、
長

野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、「
や
る
ぞ
！ 

Ｈ
Ｏ
Ｗ 

Ｔ
Ｏ 

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ａ
Ｉ
」

と
題
し
、
会
員
拡
大
の
た
め
の
例
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

　
第
一
部
で
は
小
坂
浩
一
先
輩
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、
二
〇
〇
五
年
委
員
長
当
時
に
二
一
名
入
会
と

い
う
輝
か
し
い
実
績
を
残
す
に
至
っ
た
背
景
及
び
会

員
拡
大
の
た
め
の
具
体
的
な
手
法
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
及
び
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
青
年
会
議
所
の
ひ
と
つ
の
特
徴
は
，
四
〇
歳
で
卒

業
を
迎
え
る
こ
と
で
す
。
当
会
議
所
は
、「
公
益
社

団
法
人
」
と
い
う
法
人
格
を
有
す
る
団
体
で
は
あ
り

ま
す
が
、
新
入
会
員
を
迎
え
な
け
れ
ば
会
員
の
卒
業

に
伴
い
法
人
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
が
誰
も
い
な
く

な
っ
て
し
ま
い
、
実
質
的
に
消
滅
し
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
先
輩
諸
兄
か
ら
受
け
継
い
だ
「
か

が
り
火
」
の
精
神
を
未
来
の
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
に
引
き

継
ぐ
べ
く
、
本
年
も
会
員
拡
大
に
邁
進
致
し
ま
す
。

　
そ
の
意
味
で
二
月
に
行
わ
れ
た
本
例
会
は
、
当
会

議
所
の
会
員
拡
大
に
と
っ
て
、
大
変
意
義
深
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
候
補

者
情
報
を
当
会
議
所
へ
ど
し
ど
し
お
寄
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

委
員
長
所
感

福
本  

昌
教

2016年度
会員拡大委員会
委員長

福本  昌教

　
第
一
回
通
常
総
会
に
引
き
続
き
、
一
月
例
会

「
新
春
大
懇
親
会
二
〇
一
六
」
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
来
賓
、
シ
ニ
ア
会
の
方
々
を
始

め
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
御
参
加
頂
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
方
々

に
は
積
極
的
に
来
賓
・
シ
ニ
ア
会
の
皆
様
に
お

酌
回
り
を
し
て
頂
き
、
懇
親
を
深
め
て
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
委
員
長
の
事
業

予
定
の
発
表
の
際
に
は
新
入
会
員
の
西
澤
寿
実

君
に
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
の
演
奏
を
行
っ
て
頂

き
、
会
場
が
お
お
い
に
盛
り
上
が
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
副
委
員
長
と
し
て
は
じ
め
て
の
例

会
で
運
営
に
も
不
手
際
が
多
々
あ
り
ま
し
た

が
、
委
員
メ
ン
バ
ー
に
助
け
ら
れ
無
事
に
例
会

を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
宮
崎
専
務
理

事
、
曽
根
川
委
員
長
そ
し
て
委
員
メ
ン
バ
ー
の

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
宮
尾
丸

が
盛
大
に
出
航
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感

謝
致
し
ま
す
。

副
委
員
長
所
感

山
岸  

陸
弘

2016年度
総務渉外委員会
副委員長

山岸  陸弘

未来を創造する為に礎となる
あ　す
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の
魅
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を
発
信
！

2016年度  外報紙かがり火  Vol.1

月
例
会

3

３
月
　
日
㈰
　
南
長
野
運
動
公
園

20

企
画
担
当  

■ 

社
会
開
発
委
員
会 

■

　
三
月
二
〇
日
㈰
に
、
南
長
野

運
動
公
園
に
て
社
会
開
発
委
員

会
主
催
で
、
三
月
例
会
「
松
代

の
魅
力
を
発
信
！
」
を
開
催
致

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
地
元
南
長
野
を

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
Ａ
Ｃ
長

野
パ
ル
セ
イ
ロ
の
今
季
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
開
幕
戦
に
合
わ
せ
て
、

南
長
野
運
動
公
園
の
サ
ッ
カ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
で
地
元
松
代
の
Ｐ

Ｒ
を
目
的
に
他
団
体
の
協
力
を

得
て
ブ
ー
ス
を
設
置
い
た
し
ま

し
た
。

　
地
域
住
民
の
皆
様
は
も
ち
ろ

ん
の
事
サ
ッ
カ
ー
観
戦
に
来
場

さ
れ
た
県
外
の
方
々
に
も
よ
り

深
く
地
元
松
代
を
知
っ
て
頂
く

事
が
出
来
ま
し
た
。

　
当
会
議
所
は
、
平
成
二
八
年
四
月
二
三
日
、

篠
ノ
井
市
民
会
館
に
お
い
て
、
「
三
四
六
講
演

会
　
篠
ノ
井
・
長
野
の
若
人
よ
燃
え
上
が

れ
！
」
と
題
す
る
公
開
例
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。

　
本
例
会
は
、
タ
レ
ン
ト
の
三
四
六
さ
ん
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、
県
民
人
口
減
少
に
伴
う

地
域
の
活
力
減
と
い
う
問
題
点
と
改
善
策
、
長

野
の
若
者
が
今
後
な
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
四
六

さ
ん
を
交
え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　
東
京
か
ら
見
た
長
野
と
い
う
視
点
を
お
持
ち

に
な
る
三
四
六
さ
ん
に
よ
る
指
摘
は
、
わ
れ
わ

れ
普
段
長
野
に
住
ん
で
い
る
者
に
と
っ
て
、
大

変
示
唆
に
富
む
有
益
な
も
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ

れ
自
身
が
気
付
い
て
い
な
い
長
野
の
魅
力
等
に

つ
い
て
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
講
演
会
で
し
た
。

　
長
野
県
内
の
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
は
、

行
政
が
専
門
部
署
を
設
け
て
対
策
を
講
じ
て
い

ま
す
が
、「
明
る
い
豊
か
な
社
会
の
実
現
」
を

目
指
す
当
会
議
所
に
と
っ
て
も
重
要
視
す
べ
き

問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
例
会
を
気
付
き
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
当

会
議
所
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
で
き
る
限
り

の
こ
と
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。 福

本  

昌
教

委
員
長
所
感

2016年度
社会開発委員会
委員長

荒井  　聡

　
三
月
例
会
で
は
、
地
域
住
民
の
方
々
に
松
代

を
知
っ
て
も
ら
い
、
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
為

に
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
の
開
幕
戦
に
て
松
代

の
Ｐ
Ｒ
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
委
員
長
、
初
の
例
会
で
あ
り
、
不
安
と
緊

張
の
中
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
例

会
の
直
前
で
父
が
亡
く
な
り
、
や
む
を
得
ず
事

業
か
ら
離
れ
る
事
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の

は
痛
恨
の
極
み
で
し
た
。

　
例
会
当
日
は
風
が
強
く
、
肌
寒
さ
を
感
じ
る

中
で
の
事
業
で
し
た
が
、
七
千
人
を
超
え
る
サ

ポ
ー
タ
ー
を
迎
え
、
参
加
し
て
頂
い
た
松
代
甲

冑
隊
の
方
々
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
松
代
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
六
モ
ン
キ
ー
家
族
」
に
よ
る
Ｐ

Ｒ
、
ま
た
松
代
産
野
菜
の
振
舞
や
販
売
が
好
評

で
あ
っ
た
と
の
事
で
、
松
代
の
魅
力
を
一
部
で

も
お
伝
え
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
委
員
長
不
在
と
い
う
中
で
大
変
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
精
力
的
に
動
い
て
も
ら
っ
た
委

員
メ
ン
バ
ー
、
そ
し
て
携
わ
っ
て
頂
い
た
全
メ

ン
バ
ー
、
団
体
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

委
員
長
所
感

荒
井  

　聡

三
四
六
講
演
会

　篠
ノ
井

長
野
の
若
人
よ
燃
え
上
が
れ
！

月
例
会

4

４
月
　
日
㈯
　
篠
ノ
井
市
民
会
館

23

企
画
担
当  

■ 

会
員
拡
大
委
員
会 

■

　
四
月
二
三
日
㈯
に
、
篠
ノ
井

市
民
会
館
に
て
会
員
拡
大
委
員

会
主
催
で
、
四
月
例
会
「
三
四

六
講
演
会
　
篠
ノ
井
　
長
野
の

若
人
よ
燃
え
上
が
れ
！
」
を
公

開
例
会
と
し
て
開
催
致
し
ま
し

た
。

　
講
師
と
し
て
三
四
六
さ
ん
を

お
招
き
し
、
県
民
人
口
減
少
に

伴
う
地
域
の
活
力
減
と
い
う
問

題
点
と
改
善
策
、
長
野
の
若
者

が
今
後
な
す
べ
き
こ
と
を
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
三
四
郎
さ
ん
の
講
演
は
、
長

野
県
内
の
七
七
市
町
村
を
回
っ

た
だ
け
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

白
馬
村
の
話
や
南
長
野
地
域
の

食
に
つ
い
て
の
名
産
、
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
の
ア
イ

デ
ィ
ア
な
ど
も
、
と
て
も
参
考

と
な
る
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。

信州松代ゆるキャラ  六モンキー

in

in

in

未来を創造する為に礎となる
あ　す

講師　三四六  氏
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二
〇
一
六
年
度
宮
尾
丸
が
出
航
し
早
い
も
の
で

五
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

　
宮
尾
理
事
長
に
よ
る
本
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
未
来
を
創
造
す
る
為
に
礎
と
な
る
」
で
あ
り
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
念
い
を
共
有
し
、

当
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
未
来
に
繋
が
る
事
業
活
動
を
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
私
自
身
、
正
会
員
一
年
目
で
委
員
会
活
動
で
の

交
流
を
通
じ
て
Ｊ
Ｃ
活
動
の
意
義
や
地
域
貢
献
の

大
切
さ
、
そ
し
て
楽
し
さ
を
日
々
感
じ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
メ
ン
バ
ー
の
皆

さ
ま
が
多
く
、
人
と
し
て
勉
強
す
る
機
会
や
日
常

生
活
に
た
く
さ
ん
の
刺
激
を
与
え
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　
さ
て
季
節
は
春
に
な
り
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

お
花
見
や
公
園
な
ど
各
地
で
賑
わ
っ
て
お
り
ま
す

ね
。
お
花
が
咲
き
陽
気
も
暖
か
く
な
る
と
気
分
も

高
ま
り
ま
す
。
私
の
地
元
、
松
代
も
今
年
は
大
河

ド
ラ
マ
真
田
丸
の
放
映
効
果
と
宣
伝
活
動
に
伴

い
、
週
末
を
中
心
に
大
勢
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
で

道
路
が
渋
滞
す
る
ぐ
ら
い
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｃ
活
動
も
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
の
熱
意
が

宣
伝
や
会
員
拡
大
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
当
Ｌ
Ｏ
Ｍ
を
代
表
す
る
委
員
会
事
業
を
報
告
し

て
参
り
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
引
き
続
き
ご
指
導
と
か
が
り
火
の
ご
愛
読
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
渉
外
委
員
会  

北
村  

　
稔

編
集
後
記

未来を創造する為に礎となる
あ　す

歴
史
か
ら
学
ぶ
未
来
の

南
長
野
青
年
会
議
所

担
当  
■ 
四
五
周
年
実
行
委
員
会 

■

　
四
月
一
五
日
㈮
に
篠
ノ
井

商
工
会
議
所
二
階
ホ
ー
ル
に

て
、
四
五
周
年
実
行
委
員
会

事
業
「
歴
史
か
ら
学
ぶ
未
来

の
南
長
野
青
年
会
議
所
」
を

開
催
致
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
講
師
に
第
二
二

代
理
事
長
　
酒
井
健
一
先

輩
、
第
三
二
代
理
事
長
　
中

澤
善
智
先
輩
、
第
四
〇
代
理

事
長
　
竹
村
成
弘
先
輩
を
お

招
き
し
「
第
一
部
　
歴
史
の

研
究
」
「
第
二
部
　
四
〇
周

年
宣
言
の
中
間
検
証
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
お
話
し
頂
き
ま

し
た
。

　
酒
井
先
輩
は
「
西
大
邱
姉

妹
締
結
一
〇
周
年
記
念
式

典
」
が
印
象
に
残
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
特
に
韓
国

語
の
勉
強
を
し
、
韓
国
語
で

の
挨
拶
は
も
ち
ろ
ん
韓
国
語

で
歌
を
歌
い
西
大
邱
メ
ン

バ
ー
に
喜
ん
で
も
ら
っ
た
こ

と
や
、
当
時
は
「
Ｊ
Ｃ

デ
ー
」
に
大
事
業
を
行
う
流

れ
が
あ
り
、
日
本
Ｊ
Ｃ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
「
も
っ
た
い
な

い
」
を
テ
ー
マ
に
何
か
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
小
学
生
を

招
い
て
「
も
っ
た
い
な
い
」

に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
内
海

好
江
師
匠
を
お
招
き
し
て
の

講
演
会
実
施
、
そ
し
て
犀
南

の
他
団
体
と
協
力
（
犀
南
エ

イ
ト
）
し
て
行
っ
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
招
致
運
動
（
人
文
字

な
ど
）
に
つ
い
て
お
話
頂
き

ま
し
た
。

　
中
澤
先
輩
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
理
事
長
時
代
に
継
続

事
業
の
見
直
し
を
さ
れ
、
わ

ん
ぱ
く
相
撲
も
Ｊ
Ｃ
か
ら
離

し
、
わ
ん
ぱ
く
の
会
へ
引
き

継
い
だ
経
緯
や
、
時
代
に
即

し
た
青
年
会
議
所
の
組
織
作

り
に
力
を
入
れ
ら
れ
た
こ

と
、
ま
た
南
長
野
史
上
二
人

目
の
長
野
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
長

と
い
う
こ
と
で
当
時
の
貴
重

な
お
話
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

ま
し
た
。

　
第
二
部
は
四
〇
周
年
宣
言

を
掲
げ
た
竹
村
先
輩
よ
り
現

在
我
々
の
活
動
が
四
〇
周
年

宣
言
に
即
し
て
い
る
か
を
検

証
頂
き
ま
し
た
。
し
か
し
検

証
は
現
役
メ
ン
バ
ー
が
行
う

も
の
と
い
う
こ
と
で
、
主
に

宣
言
作
成
の
思
い
と
、
現
役

メ
ン
バ
ー
が
検
証
を
す
る
に

あ
た
っ
て
の
ヒ
ン
ト
を
お
話

し
頂
き
ま
し
た
。

　
二
時
間
弱
と
い
う
短
い
時

間
で
し
た
が
、
大
変
勉
強
に

な
る
内
容
で
し
た
。

長
野
商
工
会
議
所

篠
ノ
井
支
所
二
階

４
月
　
日
㈮
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豪
華
三
名
を
お
招
き
し
て
の
講
演
会
は
二
時
間
弱

の
限
ら
れ
た
時
間
で
は
短
く
、
も
っ
と
お
話
し
も
聞

き
た
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
先
輩
方
は
そ
の
時
代
、
時
代
で
南
長
野
青
年
会
議

所
の
お
か
れ
る
立
場
が
異
な
る
た
め
、
過
去
の
話
を

聞
い
て
も
参
考
に
な
ら
な
い
と
仰
っ
て
い
ま
し
た

が
、
心
に
残
っ
た
フ
レ
ー
ズ
は
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

　
酒
井
先
輩
で
は
、
事
業
を
考
え
る
に
当
た
り
、
世

の
中
の
魁
と
な
る
よ
う
な
事
業
を
行
お
う
。
中
澤
先

輩
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
熱
い
人
間
が
一
人
い
れ
ば

組
織
は
大
き
く
か
わ
る
。
竹
村
先
輩
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
そ
の
時
思
っ
た
こ
と
を
行
動
に
移
す
、
一
瞬

を
大
切
に
し
、
そ
の
積
み
重
ね
が
未
来
を
創
る
。
時

代
を
超
え
て
共
通
す
る
こ
と
は
あ
る
よ
う
に
思
い
、

今
後
の
Ｊ
Ｃ
活
動
の
糧
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
最
後
に
周
年
事
業
第
一
段
と
し
て
開
催
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
沢
山
の
メ
ン
バ
ー
に
ご
参
加
頂
き
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
周
年
へ
の
意
識
の

高
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
番
の
記
念
式
典
、
記
念
事
業
に
メ
ン
バ
ー
一
丸

と
な
っ
て
邁
進
致
し
ま
す
。

委
員
長
所
感

北
澤  

雅
博

2016年度
45周年実行委員会

委員長
北澤  雅博

2016
１
月
　
日
㈮
〜
１
月
　
日
㈰
　
京
都

24

22
年
度
京
都
会
議

　
一
月
二
二
日
㈮
か
ら
二

四
日
㈰
ま
で
の
日
程
で
一

七
名
と
い
う
、
例
年
と
比

べ
て
多
く
の
メ
ン
バ
ー
に

て
京
都
会
議
へ
行
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
年
当
初
に
行
わ
れ
る
京

都
会
議
で
は
ラ
ス
ト
の
年

を
迎
え
る
メ
ン
バ
ー
や
入

会
し
て
初
め
て
日
本
の
公

な
会
議
に
参
加
す
る
メ
ン

バ
ー
、
そ
し
て
本
年
宮
尾

丸
を
支
え
る
理
事
役
員
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

念
い
を
も
っ
て
本
年
度
会

頭
で
あ
る
山
本
樹
育
会
頭

の
『
強
く
優
し
く
し
な
や

か
に
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
根

源
と
な
れ
！
』
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
力
強
く
、

心
に
響
く
挨
拶
を
聞
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
京
都
市
内
散

策
、
Ｌ
Ｏ
Ｍ
ナ
イ

ト
、
各
種
セ
ミ

ナ
ー
、
帰
路
で
は

途
中
名
古
屋
城
に

と
今
回
も
充
実
し

た
京
都
会
議
に

な
っ
た
と
共
に
、

二
〇
一
六
年
度
Ｊ

Ｃ
活
動
に
邁
進
す

る
に
は
十
分
な
英

気
と
情
熱
を
養
う

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。あ   

す


